
第３回 竹原市総合計画審議会 

日時：平成 30年 9月 14日（金）17：00～ 

場所：竹原市役所 3階 第 1・2委員会室 
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（資料について説明） 

 事務局の説明について，何か気づきの点，疑問点等があれば意見をお願

いしたい。 

 目標像①の竹原らしさとはどのようなものか。具体的に浮かばない。 

 文化，歴史，自然環境など本市にしかない個性で，コンパクトで住みや

すい，そういったものを竹原らしい魅力として，人々が集まって賑わいが

生まれるといったところを目指したい。 

 市外の方にも分かる「竹原らしさ」の表現が出てくると良い。 

 目標像①の「誇りと愛着」を「竹原らしさ」に変更した経緯が知りたい。 

 誇りや愛着だけでなく，竹原の魅力を高めていくことも大事であり，誇

りや愛着だけでは表現しきれない魅力も含めると，「竹原らしさ」という

表現のほうが良いのではないかと考え，変更した。 

 竹原に住んでいる人が，竹原らしさが分からないというところが一番の

問題であり，住んでいる人が分からない竹原らしさの魅力は，外に人には

伝わらないと思う。つかみにくい目標像だと感じた。市の中で「竹原らし

さ」を考え，残すべきことと新たに改革すべきことをしっかり考える必要

がある。全体的に美しい表現をしているが，本当にまちの現状を考えて書

いているのか疑問に思う。人を活かすというまちづくりの基本的視点のと

ころで，高齢者が一番最初に出てくるところにこのまちの姿勢がでている

のではないか。 

 竹原らしさという部分については，将来都市像の中でも住みやすさとい
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うものを出していきたいと考えているので，そこの部分で竹原らしさを表

現していきたいと考えている。高齢者が一番最初に出てくることについて

は，あまり順番を意識していなかった。女性や外国人など，多様性を意識

した表現を今後の検討していきたい。 

 いい意味で高齢者が頑張るという伝統的な考えが残っているとも取れ

る。多様な人の多様な参加の仕組みを表現できるような工夫をしてもらい

たい。竹原らしさについて，今ある「竹原らしさ」が弱ければ，作ってい

く，より強めていくという方向も重要であると考える。 

 将来像１については，目標像が将来像１に対して１つ設定してあるが，

将来像１の内容を見ると２つの構成に分かれていると感じた。例えば，竹

原らしさにあたる事柄を守る，磨く，継承するなどを目標像の１つとし，

それらを活かした賑わいを生み出すというようなところを目標像の１つと

して，２つに分けるとわかりやすくなるのではないか。 

 貴重な意見なので検討していただきたい。 

 災害からの復旧・復興が重点テーマに添えられているが，その扱いにつ

いてはどうか。 

 災害からの復旧・復興を入れていくことは分かるが，災害の全体像がイ

メージできない。大きな災害が起こったというのは分かるが，具体的に今

まであったインフラがどれだけ傷ついているのかなどをもう少し丁寧に説

明してもらうとイメージしやすいのではないか。 

 具体的な内容については，基本計画の中で，できるだけ災害の状況が分

かるようなものや復旧・復興に向けたロードマップなど，取り組みの方向

性をその中で記載させていただきたい。この基本構想案については，重点

テーマとして位置づける形で，10 年後の将来像を設定するために，まず早

期復旧・復興への取組が必要だということでご理解いただければと考えて

いる。 

 土砂災害や水害以外にも，観光客が来なくなっているなどの間接被害の
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部分も取り上げていただくようご検討をお願いしたい。 

 ハード面が目立ちすぎるので，ソフト面も含めて表現していただきたい。

復旧・復興はあくまで中間的なステップなので，そういう表現をしてもら

うと位置づけが明確になる。 

 ハード面の被害以外に目に見えないところでいろいろな教訓が得られた

のではないか。住民，自治会から声を集めて，計画作りに役立てていただ

きたい。 

 未だに手付かずのところもあり，普段通っている道が通行止めのままで

あったりする。大雨のたびに早めに避難したりしているが，先が見えない。

地域全体に元気が無い。いろいろな行事も中止になっている。地域が元気

になるようなことがあるといいと考えている。 

 東日本震災では，被災者は，未来が見えず，過去も失った。今何をすべ

きかが大事であり，何をすべきかが分かると先が見える。住民にとって基

本となる安全・安心な生活を考えると，現在の将来像の並びを逆から並べ

た方が良いのではないかと感じた。 

 将来像の並びについては，将来都市像と併せて検討していただきたい。 

 目標像の○で書かれた項目も合わせてみると，もう少し分かりやすくし

てもよいところがある。例えば，目標像②の１つめの○は「～健やかに成

長することができる」としたほうがわかりやすいし，目標像⑦の１つめの

○は，目標像と同じような表現をしているので，「～市の災害対応能力が

向上されている」などのほうが良いのではないか。 

 色々な世代の人に見ていただくため，わかりやすく作ったほうがよい。 

 人口の推移が住民基本台帳人口に変更されたところは，分かりやすくな

って良い。想定人口のところに，この総合計画がどういうところを目指し

ているのかがわかりやすく表現されているとさらに良くなると思う。想定

人口と将来人口を重ねるなどすると良いのではないか。社会増減もグラフ

化されているとさらに分かりやすい。 
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 第３章の計画の推進で，情報や環境，コミュニケーションをとっていく

ということについても付け加えたほうが良い。 

 今回，いくつか重要な点が出たと思うので，もう一度事務局で整理して

いただきたい。 

 本日いただいた意見を今後の総合計画の策定に活かしていく。 

 

３ 閉会 

以上 


